
事前協議開始

支障がない場合

事前協議終了

本申請開始

※１ 土地区画整理法第７６条第１項による許可申請は、必ず施行者との事前相談～事前協議を行って下さい。
※２ 土地区画整理法第７６条第２項の規定に基づき許可の申請があった場合は、施行者の意見を聴くことになっています。
※３ 施行者からの意見書に基づき、申請された建築行為等を許可するか否か、条件付き許可とするか判断します。
※４ 標準処理期間（処理期間の目安）：市街地整備課に書類が到達してから休庁日を除き７日

　ただし、施行者との事前協議期間を除く。また添付図面の訂正、差替等が生じた場合は、この限りではない。
※５ 許可書の受領は、市街地整備課からの連絡を受けてからお越しください。

※６ 事業の施行の障害が確認された場合、施行者から指摘があります。

⑫ 【手直し完了】 ⑬ 【再検査】

⑮ 【完了届（写）受領】 ⑭
【検査完了】

完了届に確認済印を押印し、写し作成

⑧
【施行完了】

完了届、写真の作成、提出
⑨ 【検査実施】

⑪ 【手直し対応】 ⑩ 【手直し指示】※６

⑥
【許可申請収受】

施行者からの意見書（※３）をも
とに申請内容を審査

⑦

【許可書発行】
（様式1は、市街地整備課保管、様
式1-2その他必要書類一部を許可書

とともに申請者へ）

⑧ 【許可書受領】　※５

④

【事前協議内容の確認】
事前協議内容に基づき、事業に支障がない
旨を確認し、意見書（※２）を作成
（様式1-1は、施行者保管）

⑤
【事前協議終了、書類返却】

事前協議終了後、様式1、様式1-2、施行者意見
書、その他必要書類（2部）を申請者へ返却

③

【事前協議書類作成、提出】

許可申請必要書類の作成、提出

（様式1、様式1-1、様式1-2
その他必要書類３部）

７６条許可申請手続きの流れ（組合施行）

申請者 各地区施行者 市街地整備課

①
【事前相談】※１

案内図、建築行為等概要による相談
②

【事前相談に対する施行者の確認】
事業に対する支障の有無

訂正等がある場合は訂正印を、また受領の際は、申請者の受領印（代理人申請の場合は代理人の印）をいただきますのであらか
じめご用意ください。

市街地整備課収受日から許可

までの期間は、７日を標準とする。

【※４】

事前協議終了後の様式1、
様式1-2その他必要書類（２部）
を市街地整備課へ提出


